




 

当施設における昭和57 年度の研究は、昭和 56年度の報告書に従い、Prospective survey

並びに、retrospective survey を中心に行った。 

1.Prospective survey 

  当科における今年度の全分娩数は 599 例でうち双胎が 6例あり、全出産児数は605 例で

あった。上記のうち周産期死亡が 13 例-(10 例は 7ヶ月以下の分娩で、3例は 9～10 ヶ月の

分娩例-あり、他に母体死亡、往所不定等 35 例の調査不能例があり、最終的に調査対象総

数は 557 例となった。 

 方法としては、郵便によるアンケート調査で、生後 3～4ヶ月児、6～7ヶ月児、及び 11

～12 ヶ月児に対して行った。現在のところ 3～4ヶ月児は 8月分娩例まで、6～7ヶ月児は

5月分娩例までで、11～12 ヶ月児に対しては、アンケート回収を行っているところである。 

 結果であるが、まずアンケート調査に対する解答率は、3～4 ヶ月児の調査で 70.3%、6

～7 ヶ月児の調査では 71.4%であった。解答のあったもののうち児死亡は1例で、病名はサ

イトメガロウイルス肺炎とのことであった。その他の児では、下に示す症例以外、比較的

順調な発育を遂げている。 


